
 
 
 
 
平成25年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年12月1日～平成25年11月30日） 
 

 
 
 
 
平成25年11月期通期個別業績予想数値の修正（平成24年12月1日～平成25年11月30日） 
 

修正の理由 
（連結） 
 繊維機械事業につきましては、中国市場ではエアジェットルームを中心にお客さまの設備投資意欲が改善しており、当面
は堅調に推移すると見込んでおります。また、インド市場につきましては、技術改善基金（TUF)が実行される見込みであり
ますことから、設備投資環境は引き続き堅調に推移すると予想しております。 
 このような状況から、第３四半期以降の生産・売上水準は大幅な拡大を見込んでおります。社内の生産体制を整備すると
ともに、円安メリットを生かして価格の改善を図り、通期での利益の確保・拡大を図ってまいります。 
 工作機械関連事業につきましては、現状の受注環境は厳しい状況ではありますが、米国市場の堅調に加え、中国市場に
おいても自動車関連の設備投資を中心に回復の兆しが出てまいりました。円安による価格競争力を生かして受注活動を展
開いたしますとともに、アジア市場でのサービス体制の充実も図り、受注・売上の拡大を図ってまいります。また、国内市場
におきましては、設備投資促進補助金政策が実施され、今後の市況の回復が期待されます。受注確保に向けた、販売の
強化と新製品の開発を進めてまいりたいと存じます。 
 このような状況から、通期の業績予想につきましては、売上高は39,000百万円と１月21日に公表いたしました予想値を上
回る見込みです。一方、損益面においては、第３四半期以降、生産・売上が拡大する見通しであるものの、第２四半期の業
績が当初予想を下回ったこともあり、営業利益は600百万円、経常利益は600百万円、当期純利益は550百万円と、当初予
想値にとどまる見込みであります。 
（個別） 
 業況に関しましては上記の通りであります。 
 通期の業績予想につきましては、売上高は37,700百万円と1月21日に公表いたしました予想値を上回る見込みです。一
方、損益面においては営業利益は600百万円、経常利益は600百万円、当期純利益は550百万円と当初予想値にとどまる
見込みであります。 
 
（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成25年１月21日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 37,400 600 600 550 8.60
今回修正予想(B) 39,000 600 600 550 8.60
増減額(B-A) 1,600 0 0 0
増減率(%) 4.3 0.0 0.0 0.0
（ご参考）前期実績 
（平成24年11月期）

32,167 △1,719 △1,774 △1,752 △27.41

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 36,200 600 600 550 8.60
今回修正予想(B) 37,700 600 600 550 8.60
増減額(B-A) 1,500 0 0 0
増減率(%) 4.1 0.0 0.0 0.0
（ご参考）前期実績 
（平成24年11月期）

31,039 △1,528 △1,553 △1,589 △24.87


